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１ 研究の動機

私が暮らしている沼津には数多くの井戸がある。その多くは自噴している井戸である。夏には西瓜

を冷やしたり、野菜を洗ったり、地域の洗濯場だったりと昔は活用されていたが、家電製品の普及

によって現在は井戸水がそのまま河川へ放流されている。豊富な水量を河川にすててしまうのは勿

体ないので、有効利用について研究した。

２ 研究の方法

（１）目的 自噴井の水を有効活用するためのアイディア発掘及び実用化実験を行う。

（２）方法 下記ア～オの研究を行った。

ア：自噴井の仕組みを学ぶ イ：我が家の自噴井 ウ：アイディア発掘

エ：井戸水クーラー実験 オ：エアコンの効率アップ

３ 研究の成果

ア：自噴井の仕組みを学ぶ

愛鷹山に降った雨は地下に浸透して地下水になる。地下水脈の水面は井戸よりも高い位置にある

ので、井戸から噴き出すメカニズムである。文献調査から地形の特徴は「扇状地の末端や単斜構

造や盆地構造の地域」であり、浮島中学区の沼津根方街道沿いは、小さな扇状地の集合体の地形

であり、自噴井があっても不思議ではない地形である。

イ：我が家の自噴井

自宅に約 年間一度も枯れない自噴井があるので、この自噴井を使って研究を進めた。自宅の自

噴井スペックは「水量： 分、水温： ℃（外気温 ℃時）、深さ： ｍ、さく井：昭和

年頃」である。 年の理科自由研究において、浮島の地下層は ｍ付近まで粘土や泥であるこ

とがわかった。 ｍは砂礫の更に地下にあるので、地質情報マップから溶岩類（洪積世）やロー

ムであると考えられる。水質については市販の水調査キットで分析した。検査内容の各数値はと

ても良好であった。沼津市の検査でも飲料可であり、今回の調査からも各基準値を満たしている

水質であることが確認できた。
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ウ：アイディア発掘

自噴井の活用方法を検討した。特に低い水温に着目し、「水温 ℃を有効活用できるもの」を考

えた。今回は夏休みの中の短期間の研究であり、猛暑の中の祖母の農作業を少しでも支援したい

という思いから「クーラー製作と省エネ実験」を選んだ。

エ：井戸水クーラー実験

（ア 検討）今回は室内の温度を冷やすために、熱交換器に着目した。熱交換器はエアコンや自

動車のラジエターにも使われており、この原理に基づき、軽自動車用ラジエターを流用して井

戸水クーラーを製作した。

（イ 準備）井戸水をポンプで熱交換器に送り、ファンで空気を流すことで冷たい空気を得る仕

組みを考えた。

（ウ 方法）車のラジエターを使った井戸水クーラーの性能を調べるために、ラジエターのファ

ンから出る空気の温度と相対温度を調べた。

（エ 結果）送水開始から１分毎の温度と相対湿度を記録しグラフ化した。結論「気温は ℃

から ℃へ、 分間で ℃も下げることができた。クーラーとして十分な能力を発揮でき

た。しかし、湿度が ％まで上昇してしまった。湿度が ％から ％に上昇した原因に「空

気を冷やすと飽和水蒸気量が変化する。」これを表した図に湿り空気線図があるが、今回の実験

は湿り空気線図に近いことがわかった。（次頁）
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（オ その他）湿り空気線図から ℃（湿度 ％）の空気は、 ℃付近まで下げると水滴に変

化する。井戸水は ℃であるから十分結露することがわかった。

オ：エアコンの効率アップ

（ア 準備）「エアコンの熱交換器に冷たい水を直接掛けることによって、エアコンの効率がアッ

プするという話」を検証する実験を我が家の井戸水で調べた。

（イ 方法）実験：「室温 ℃以上の部屋をエアコンで冷やす」（電力メーター使用）

（ウ 結果①）記録日：散水無し （ ～ ）散水あり （ ～ ）

検証結果：散水した」法が明らかに消費電力が少ないことが分かった。

（エ 結果②）井戸水をかけると電力量が約半分になることがわかった。
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４ 考察

ア：自噴井の仕組みを学ぶ

愛鷹山に降水した雨水が地下水となり自噴井となっていると想像できる。

イ：我が家の自噴井

井戸水の水源は地下 ⅿ以下になるため、溶岩などの難透水層があることが分かった。

また水質検査からは有機物のある土壌を雨水が通過してきたことがわかり、愛鷹山由来の湧き水

であることが推測できる。柿田川の場合は有機物が少ないので富士山由来の湧き水である。

ウ：アイディア発掘

自噴井の水温が ℃であることから、この低水温の様々な有効利用が期待できる。

エ：井戸水クーラー実験

井戸水クーラー実験からは最初の 分で急激に気温が低下し約 ℃となった。その後も温度が低

下し、十分実用可能なクーラーであると判断できた。

オ：エアコンの効率アップ

エアコンの効率アップ実験では、電力平均が「散水あり ｗに対して、散水無し ｗ」と

ｗも差があり、 ％以上も効率アップしたことがわかった。

５ 研究後の感想

自噴井がどのようにして湧き出ているのか、湧き水がどこから来ているのか、を有効利用実験を行

う前に調べたことで、貴重な水資源を持て余すことなく使い切る気持ちになれた。有効利用の案は

直ぐに出たが、今はネット検索ですぐに見つけることができる。しかし、実際の実験では、ネット

検索では見つけられない事例も数多くあった。特に湿度上昇に関する事例は少なく、実際の実験を

通じて、相対湿度や湿り空気線図への理解を深めることができた。エアコンの屋外機に水を掛ける

と事例も、原因や理由、効果について検証することができ、特に消費電力が半分になることにも驚

いた。中学校の理科授業でも相対湿度や気温の特性を学習したが、今回の自作実験を通じて各自然

現象を検証することができたことは、将来自分がエンジニアになったときの大きな経験と自信とな

ると推察される。

６ 今後の課題

井戸水クーラーは冷媒であるフロンも使わず、環境にも優しいクーラーであると思った。排水処理

問題が解決できれば、十分実用化できると思う。熱交換器の伝熱の特性をもっと学び、祖母のため

にも高効率なクーラーを自作したい。また、今回は見送った自噴井のもつ地下から水を押し出す力

を有効活用して水力発電の設計も実現したいです。
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